
TIRI クロスミーディング 2016 要旨集

｜　44　｜

線 装置を用いた寸法測定評価

城南支所 竹澤勉

１． 線 装置による寸法測定
２．ステップシリンダーを用いた信頼性評価
３．三次元座標測定器との寸法値の比較

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

X線CT装置を用いた外径、内径の寸法測
定値の信頼性評価 

① 内部寸法の計測   
② 肉厚形状の管理 
③ 表面データの作成 

産業用X線CT装置の性能向上により、従来では困難であった寸法計測への応用が検討されてい
ます。X線CTでは接触式三次元座標測定器（CMM）において困難な複雑形状や内部構造の寸法
計測が可能になるため非常に注目されている一方、CMMと比べ測定値の信頼性についての知見
が不足しています。そこでCMMの測定値と比較することで信頼性の評価を行いました。 

表 外径の寸法測定値 

共同研究者 樋口英一、上本道久（城南支所）、中西正一（ ものづくりセクター）、紋川亮（バイオ応用技術グループ）

（1）実験方法 
X線CT装置（GEセンシング&インスペクション・テクノロ
ジーズ社製 v|tome|x L300）およびCMM（カールツァイス
社製 UPMC CARAT HSS）を用いて、低膨張セラミックス
であるネクセラ製ステップシリンダーのφ14、18および22 
mmの外径および内径の寸法測定値を比較することで信
頼性評価を行いました。 
（2）結果 
CMMおよびX線CT装置にて測定した外径および内径
の寸法測定値を表1および2に示します。外径に対する再
現性（n = 5）は、φ14、18および22 mmの順に0.6、0.6およ
び0.5 μmでした。同様に内径については、1.4、0.9および
0.6 μmとほぼ同等の再現性を示しました。 
CMMとの寸法測定値の差は外径では、+3.5 ～ +6.2 

μm、内径では、5.3 ～ 1.6 μmの範囲にあり、CMMに対
し外径測定ではプラス、内径測定ではマイナスの分布を
示しました。 
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酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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関連した知財

共同研究者 飯田孝彦、小沼ルミ（環境技術グループ）、瓦田研介（ロボット事業推進部）

：リグニン ：セルロース ：ヘミセルロース

化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い
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図 酵素分解イオン液体法の概要


